
令和４年度 自主防災会に関するアンケート集計結果 
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１．アンケートの概要 

〇 アンケートの目的 

  自主防災会における活動状況とその課題を改めて把握することで、今後の

地域防災力の向上に役立てる。 

○ アンケートの対象  

本市に結成届及び規約を提出している自主防災会 ６９９組織 

○ アンケートの方法 

郵送にて各自主防災会の会長に送付及び回答依頼 

ＦＡＸ、電子メール、郵送、市関係機関への持参のいずれかの方法で回収 

○ アンケート期間 

  令和５年２月２４日（金）から令和５年３月２４日（金）まで 

○ アンケート配布数及び回収数 

対象地域 配布数 回収数 回収率 

津全域 ６９９ ５０５ ７２．２％ 

津 ３０９ ２１５ ６９．６％ 

久居 １１８ ８１ ６８．６％ 

河芸 ２５ ２０ ８０％ 

芸濃 ５２ ３１ ５９．６％ 

美里 １６ １５ ９３．８％ 

安濃 ４８ ３８ ７９．２％ 

香良洲 ９ ９ １００％ 

一志 ４９ ３７ ７５．５％ 

白山 ６６ ５２ ７８．８％ 

美杉 ７ ７ １００％ 

○注意事項 

・ 各設問は無回答を含めて集計している。 

・ 図表中の構成比率は、小数点第２位以下を切り捨てしている。 

・ 図表中の「ｎ」（Number of samplesの略）は、設問に対する回答者の総

数を示しており、回答者の構成比（％）を算出するための基数である。 
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２．アンケートの結果 

１ 自主防災会の現状について 

⑴ 貴防災会の役員数を記入してください。 
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⑵ 貴自主防災会の役割として最も重要だと思う取り組みを１つ教えてく

ださい。（該当するものを１つ選択してください） 

〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

 ・会員の意識を高める。 

 ・要支援者の隣近所の若い人に災害時の際は避難の手助けをお願いしている。 

 

⑶ 貴自主防災会が連携している組織があればお教えください。   

（該当するものを全て選択してください。） 

 

1.防災知識

の普及

2.資機材・

備蓄食の

整備

3.要支援者

の支援

4.安否確認

や情報収

集

5.避難計画

の作成

6.避難所運

営
7.その他
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４．社会福

祉協議会
５．企業

６．防災

コーディ

ネーター

７．その他
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〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

・ 自治会 

・ 連合会 

・ 地区社会福祉協議会、地区自主防災協議会 

 ・ 隣接自主防災会 

・ 福祉施設 

・ 社会福祉法人 

 ・ 婦人会 

・ 子供会 

 ・ 農家組合 

 ・ 市議会議員 

・ 公民館 

・ 消防署 

・ お寺 

 

 

⑷ 現在、貴自主防災会で特に課題となっていることを教えてください。 

 （該当するものを全て選択してください） 

 

 

1.防災活

動への意

識が低い

2.リー

ダー等の

人材育成

が進んで

いない

3.活動費

や資機材

の不足

4.活動拠

点や倉庫

等の設置

場所がな

い

5.活動に

携わる人

が少ない

6.何をす

ればいい

のかわか

らない

7.特にな

い
8.その他
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〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

・ 年間を通じ、一度も会議等の招集がありません。 

・ 役員の高齢化。 

・ 役員が毎年代わる。引き継いでない。 

・ 参加したくても時間がない。 

・ コロナで３年間何も行事をしていない 

・ 要支援者の支援。 

・ 医療関係、警察関係が多く発災後帰ってこないと考えられる。 

・ 避難所の共有、連絡網の実効性。コロナで３年間訓練ができていない、 

災害時の共助・支援の実効性を行う余裕があるのか。 

・ 若い世帯も多く皆さん忙しいため活動自体の参加が難しい。 

・ 安全で広い避難所。 

・ 地区内でのコミュニケーションがなくなっている。 

・ 自治会内住民の把握。 

・ 世帯人数が不明。 

 

 

 

 

〇課題 
自主防災会として重要な取組であるとされているのが、「防災知識の普

及」であり、課題として多くあげられているのが「地域住民の防災意識が

低い」・「活動に携わる人が少ない」・「リーダー人材育成が進んでいない」

となった。自主防災会として、防災活動を行う必要性は感じているが、活

動に移すためのマンパワーが足りていない状態が考えられる。 
〇検討 
広報や津市自主防災協議会を通じて、市やその他関係機関が実施してい

る防災啓発活動の周知を行い、防災研修会や訓練を通じて、地域の防災リ

ーダー育成のサポート、防災意識の向上、防災活動の促進につなげる。 
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２ 地域防災力強化推進補助金の活用について 

  津市では、地域の防災力の向上を目的として、自主防災会や自主防災会を

結成している自治会に対し、防災資機材や防災活動（研修会・訓練）費用の

補助を行っています。 

 

⑴ 補助金制度の存在を知っていますか。 

 

⑶ 今後活用する予定はありますか。 

⑵ 過去に補助金を活用したこ

とはありますか。 

420, 
85%

73, 
15%

知っている 知らない

n=493 n=486 

324, 
67%

162, 
33%

ある ない

n=473 

338, 
71%

135, 
29%

ある ない
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 ⑷ ⑶で「２.ない」と回答した理由を教えてください。 

 

〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

・ 昨年度までの申請で一区切りついた。 

・ コロナの関係で、まだそこまで話が進んでいない。 

・ 土曜、日曜の仕事があるため日程的にできない。 

・ 防災活動を行っても人が集まらない。 

・ 倉庫が一杯。普及啓発の機会がない。 

・ 毎年自治会長が代わるので活用していない 

・ 現在は無いが今後、資材の老朽化により検討する。 

・ 役員に活動を勧める余裕がない。自分の仕事で精一杯。 

・ 防災にかかる資機材は足りている。 

・ 予算がない 

1.どのように活用したらい

いかわからない

2.活動を行っていないので

必要ない
その他

系列1 63 50 8
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〇課題 
アンケート回答団体の内、今後補助金を活用する予定が無いと回答した団体

が全体の約３割で、そのうちの約５割が補助金の「どのように活用したらいい

かわからない」とのことであり、「活動を行っていないので必要ない」とした

団体は約４割であった。 
〇検討 
「どのように活用したらいいかわからない」と回答があった団体に対して

は、個別に聞き取りを行うなど、フォローアップを行い、補助金の活用につな

げる。「活動を行っていないので必要ない」においては、自治会長説明会など

で自主防災会（自治会）における地域防災の重要性と補助金ついて説明するこ

とで、補助金を活用した地域防災活動の推進を図る。 
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３ 避難所運営の取り組みについて 

 ⑴ 大規模災害発生時（南海トラフ地震等）には、行政職員の避難所への到着

が遅れたり、職員自身が被災してしまうこともあります。 

このため、避難所の開設・運営のために、地域住民が主体となって避難所 

運営委員会を設置いただくことが重要となりますが、避難所運営委員会の組

織構成、役割等を知っていますか。 

※避難所運営委員会とは、避難所の運営を自主的に協議し、決定するために、

自主防災組織、行政担当者、施設管理者等で構成する組織です（災害時だ

けではなく平常時から組織することで避難所運営が円滑に行えます）。 

 

 

⑵ 貴自主防災会では、避難所運営委員会を組織していますか（参画していま

すか）。 

197, 
40%

171, 
35%

124, 
25%

以前から知っていた 今回初めて知った 言葉だけ知っていた

117,
24%

366, 
76%

はい いいえ

n=492 

n=483 
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⑶ 貴自主防災会が組織する（参画する）避難所運営委員会のうち指定避難所

を設置場所としたものはありますか。 

「いいえ」を選択した場合の、その他の設置場所 

・ 一時避難場所 

・ 集会所 

・ お寺 

 

⑷ ⑶で「1.はい」と回答した方にお聞きします。避難所運営委員会を設置し

ている指定避難所名を下表から選択し、該当するものを全て選択してくだ

さい。（避難所運営委員会が組織されている指定避難所名と、指定避難所で

避難所運営委員会を組織していると回答があった自主防災会数を表記しま

す。） 

 

指定避難所 
自主防

災会数 
指定避難所 

自主防

災会数 

豊が丘小学校 4 久居総合福祉会館 0 

高野尾出張所 1 戸木小学校 1 

高野尾小学校 2 河芸公民館 3 

大里出張所 0 河芸体育館 2 

大里小学校 1 朝陽中学校 2 

豊里中学校 0 豊津小学校 0 

102,
87%

15, 
13%

はい いいえ

n=117 
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高田短期大学 0 上野小学校 2 

高田中・高等学校 1 黒田小学校 1 

一身田中学校 0 千里ヶ丘小学校 4 

一身田公民館（一身田出張所） 0 芸濃小学校 1 

一身田小学校 0 芸濃総合文化センター 1 

三重短期大学 0 芸濃中学校 1 

三重県総合文化センター 3 明小学校 3 

白塚小学校 2 （旧）安西小学校 0 

志登茂川浄化センター 2 （旧）雲林院小学校 1 

栗真小学校 0 錫杖湖水荘 0 

町屋会館 0 美里社会福祉センター 1 

三重県立国児学園 1 （旧）長野小学校 1 

北立誠小学校 1 （旧）高宮小学校 0 

アストプラザ 2 （旧）辰水小学校 3 

橋北中学校 1 みさとの丘学園 1 

南立誠小学校 3 草生小学校 0 

観音寺保育園 2 草生公民館 0 

三重大学教育学部附属小学校 0 村主小学校 1 

西が丘小学校 0 村主公民館 1 

安東小学校 2 安濃小学校 0 

安東出張所 0 安濃公民館 0 

中勢用水中央管理事務所 0 明合小学校 0 

櫛形市民館 0 明合公民館 0 

櫛形出張所 0 東観中学校 0 

櫛形小学校 0 
安濃中央総合公園内 

体育館 
0 

西郊中学校 0 安濃交流会館 0 

片田小学校 3 サンヒルズ安濃 0 

片田出張所 0 香良洲小学校 0 

津市西部市民センター 0 香海中学校 0 

神戸小学校 0 香良洲公民館 0 

津市青少年野外活動センター 0 
香良洲歴史資料館（若桜

会館） 
0 

新町小学校 0 まつぼっくり作業所 0 
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西橋内中学校 1 香良洲体育館 0 

養正小学校 2 サンデルタ香良洲 0 

中央市民館 0 （旧）大井小学校 1 

贄崎地区防災コミュニティセン

ター 
2 一志東小学校 0 

高洲町教育集会所 1 一志西小学校 0 

さくら児童館 1 （旧）波瀬小学校 0 

東橋内中学校 2 一志中学校 0 

敬和小学校 2 大井公民館 1 

敬和公民館 3 
コミュニティプラザ川合

（川合公民館） 
0 

修成小学校 4 一志高岡公民館 1 

学校法人セントヨゼフ女子学園

（第一体育館・第二体育館） 
8 波瀬ふれあい会館 2 

三重県立津工業高等学校 2 とことめの里一志 1 

津南防災コミュニティセンター 11 一志体育館 0 

阿漕塚記念館 0 家城小学校 0 

三重県立みえ夢学園高等学校 2 家城公民館 0 

育生小学校 3 元取公民館 0 

橋南中学校 1 大三小学校 0 

三重県立聾学校 0 大三公民館 0 

藤水小学校 0 白山中学校 0 

藤水出張所 0 白山公民館 0 

南が丘小学校 7 川口小学校 0 

南が丘中学校 7 倭小学校 1 

南が丘会館 3 倭公民館 0 

南郊公民館（高茶屋出張所） 2 八ツ山小学校 0 

高茶屋小学校 3 八ツ山公民館 1 

南郊中学校 4 白山体育館 0 

高茶屋市民センター 3 竹原地域住民センター 0 

三重県立津高等技術学校 0 
竹原コミュニティ防災セ

ンター 
0 

雲出出張所 0 竹原多目的集会所 0 

雲出小学校 2 美杉竹原体育館 0 
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雲出市民センター 1 美杉総合文化センター 0 

雲出市民館 2 美杉中学校 0 

殿木集会所 0 太郎生多目的集会所 0 

津市雲出地区防災コミュニティ

センター 
0 （旧）太郎生小学校 0 

久居体育館 1 伊勢地地域住民センター 0 

立成小学校 1 伊勢地多目的集会所 0 

成美小学校 2 美杉伊勢地体育館 0 

北口文化会館デイサービスセン

ター 
0 八幡地域住民センター 0 

久居東中学校 1 八幡生活改善センター 0 

桃園小学校 0 
美杉高齢者婦人センター

「しゃくなげ会館」 
0 

久居公民館 1 
美杉高齢者生活福祉セン

ター 
0 

三重県立久居農林高等学校 

体育館 
1 美杉小学校 0 

久居中学校 1 多気地域住民センター 0 

三重県立久居高等学校体育館 1 丹生俣多目的集会所 0 

栗葉小学校 2 美杉多気体育館 0 

久居西中学校 2 下之川地域住民センター 0 

榊原小学校 3 下之川生活改善センター 0 

誠之小学校 0 美杉下之川体育館 0 
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⑸ 貴自主防災会から避難所運営委員会に参画する構成の中に女性は含ま

れていますか。 

※この設問は平常時の避難所運営委員会の構成員についてお聞きしてい

ます。  

 

⑹ 貴自主防災会が組織する（参画する）避難所運営委員会では避難所

運営マニュアルが策定されていますか。 

※避難所運営マニュアルとは、平常時から避難所運営の役割を決め、 

災害時には避難所の運営を円滑にするためのマニュアルです。 

 

 

68, 
60%

15, 
13%

30, 
27%

策定済み 策定中 未策定

72, 
64%

29, 
26%

11, 
10%

はい いいえ わからない

n=112 

n=113 
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⑺ ⑹で「３.未策定」と回答した方にお伺いします。 

    「未策定」の理由として該当するものを１つ選択してください。 

 〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

・ 自主防災組織が形骸化している 

 

⑻ 避難所運営委員会の活動の中で、取組んでいる事例、参考となる事例等

がありましたら、該当するものを全て選択してください。 

 

〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

・ 他県の防災センター視察、救命救急訓練を実施。 

・ 自治会連合会で他自治会と合同の防災訓練を実施している。 

1.避難所運営

ゲーム

（HUG）を実

施している

2.避難所運営訓

練（実戦形式）

を実施している

3.夜間訓練を実

施している

4.地域間を越え

た広域の避難所

運営訓練を実施

している

その他

系列1 15 44 3 20 17

15

44

3

20
17

0
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10
15
20
25
30
35
40
45
50

回
答
数

1.避難所運営マ

ニュアル作成につ

いてのノウハウが

不足している

2.避難所運営委員

会のスタッフが不

足している

3.中心になって作

成するスタッフが

いない

4.その他

系列1 9 8 8 4

9
8 8

4

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

回
答
数

n=29 

n=73 

※複数回答 
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・ 炊き出し実践。 

・ 自主防災会体制表の作成。  

 

 ⑼ ⑵で「２.いいえ」と答えた理由について、該当するものを全て選択して

ください。 

〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

 ・ 過去の担当者より情報の引き継ぎがない。 

・ 地区自主防災用議会の活動に全面的に参加しているから。 

・ 役員、会員が毎年代わる。 

・ 退職していない世帯に役割を当てているため現実性に欠ける。 

・ 設定されている避難所を利用するエリアは、当自主防災会以外の地区があ

るので、単独で組織ができない。 

・ 自治会活動に対する意識低下や雇用形態等が変革する中、新たな活動に対 

する理解が得られない。 

・ しなければならないという意識がない。 

・ 新型コロナ感染拡大により組織化が進んでいない。 

・ 災害の現実感が乏しい。 

・ 取りあえずの必要性を感じない。又、そのように思っている人が多い。 

・ 現在検討中のため。 

1.ノウハウが不

足している

2.参加者が集ま

らない

3.高齢化により

活動が難しい

4.他の組織との

連携の取り方

がわからない

5.その他

系列1 203 135 164 117 38

203

135
164

117

38

0

50

100

150

200

250

回
答
数

n=324 

※複数回答 
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〇課題 
避難所運営員会の組織構成、役割等についての認知度や、女性構成員の登用

率、避難所運営マニュアルの策定率など取り組みについてはいずれも低い割

合となっている。 
〇検討 
 課題が多くみられるが、指定避難所においては、避難所運営委員会の設置

が、１７２か所中７７か所であり、おおよそ４４％設置されていることが確認

できたため、既存の避難所運営委員会に対しては、避難所の運営に女性の視点

を生かすため、「女性を加える重要性」について周知することや、マニュアル

が未策定の団体には、マニュアル作成に係るノウハウ等についての支援など

行うとともに、避難所運営委員会未設置の指定避難所周辺の自主防災会に対

して避難所運営委員会の設置への推進を図る。 
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４ 自主防災会（自治会）における避難行動要支援者への避難支援

の実施に伴う支援方法の書面化について 

 

津市では例年、各自治会または自主防災会に避難行動要支援者名簿の提供

を行っています。さて、名簿に掲載する避難行動要支援者への支援方法につ

いて、各自主防災会（自治会）で「津市避難行動要支援者マニュアル」を参考

に実施していただいているなかで、お伺いします。 

 

⑴ 貴自主防災会（自治会）では、避難行動要支援者の支援方法に関し、「津

市避難行動要支援者マニュアル」にある避難行動要支援者避難支援活用シー

トを活用していますか。または、身体状況や緊急連絡先、支援者、避難所な

どの聞き取り内容の書面化を行っていますか。 

⑵ ⑴で「２.活用していない（行っていない）」と回答した方へお伺いしま 

す。「行っていない」理由は何ですか。（該当するものをすべて選択してくだ 

さい） 

n=470 

118, 
25%

352, 
75%

活用を行っている 活用していない

1.地域内

（自治会

内）での

コミュニ

ケーショ

ンが少な

い

2.共助に対

する理解

がない

3.地域の災

害リスク

が低い

4.避難行動

要支援者

と意思疎

通ができ

ない

5.個人情報

保護の徹

底等が難

しい

6.支援方法

がわから

ない

7.その他

系列1 176 82 95 105 155 123 51

176

82
95 105

155

123

51

0
20
40
60
80

100
120
140
160
180
200

回
答
数

n=352 

※複数回答 
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〈その他〉※その他については、一部抜粋して掲載しています。 

・意思疎通が取れており、活用の必要がない 

・会長、自治会長等には任期があり、うまく引継ができない。 

・マニュアルの存在を知らなかった。 

・自主防災会が実際に支援できるかどうか分からない。 

・自治会の各組長に任せている。 

・電話も地図もなく要支援の３だけでは身障の判別も分からないし、家に伺っ

ても出てくれない人が多いので困っている。 

・高齢化しており、共助意識があっても、ほとんどの人が他人どころではない

となる。 

・高齢化が進み、動ける若い人が少ない。 

・会長だけが情報を知っている。 

・毎年、自治会役員が交代するので引継ぎがうまくいっていない。 

・避難行動要支援者避難支援活用シートが何か分からない。 

・災害時に支援を行う余裕がない。 

・支援方法の書面化で誰が担当するかを決めるのは困難と感じる。 

・支援者になってもらえる人がいない。責任がもてない。 

・要支援者が少なく状況把握しており、適正な安否確認を行える。 

・個人情報なので、どうしたらよいかわからない。 

・要支援者の状況がつかめていない。 

 

 

〇課題 
「津市避難行動要支援者マニュアル」に掲載している避難行動要支援者避

難支援活用シートの活用率が全体の４分の１と少ないものの、活用していな

い理由が、シート自体が認識されていない状況ではなく、活用の必要性を検

討した上で難しいと判断されている理由が大半を占めている状況にある。そ

の理由について、支援方法や責任などの考え方が活用の妨げになっている部

分が大きい。 
〇検討 
避難行動要支援者名簿に関わる支援関係者としての立場や責任などの考え

方を総会などの機会などを活用し説明することで理解を深めていただき、シ

ートの様式内容についても支援関係者にとってよりわかりやすく活用しやす

い内容であることが望ましいと考えるため、避難行動要支援者マニュアルに

関わる説明や内容の改善に取り組んでいく。 
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５ 自主防災会で取り組んでいる事例、他の自主防災会の参考となる事例が 

ありましたら、簡潔に御記入ください。（自由記載） 

 

自主防災会で取り組んでいる事例等の主な分類    

防災訓練 25 件 資機材、物資等 9 件 

防災研修会 9 件 避難行動要支援者 2 件 

自主防災会の運営・計画 8 件 その他防災活動 6 件 

自主防災会が取り組んでいる事例等については、全体で 59 件の記載がありま

した。※ご意見・要望等も併せて記載しています。 

以下は、参考となる事例等を項目ごとに抜粋して掲載しています。 

 

防災訓練 

・ 所属地区では、地区自主防災協議会長を中心として、会議、研修会、訓練

がよく実施されている。地区防災の組織がよく運営されており役員さんた

ちが活発である。 

・ 毎年度、自主防災計画を策定して消防署に提出の上、９月に安否確認訓練、

１１月に放水訓練、２月に避難訓練を実施している。 

・ 高齢化が進む中で、災害発生時に、避難行動を頭ではなく、体で覚えるた

めに避難訓練が重要であると考えています。小さい自治会ですが、できる限

り毎年訓練したい。 

・ 地域住民にもっと防災意識を持っていただきたく活動が一番大事だと考

えています。本年２月に地震体験車をもって震災の疑似体験をしていただ

く、防災訓練を行いました。結果は、参加者が非常に少なく、住民の防災意

識の低さを感じさせられました。しかし、参加者に書いていただいたアンケ

ート結果を見ますと、非常に良かった、良かったとの回答が全てで悪かった

と言うアンケートはありませんでした。来年度も地震体験車を使った震災

の疑似体験訓練、マンホールトイレの設置訓練を行いたいと考えます。 

・ 避難所運営マニュアルも一応作成されているものの、各自治会の自主防災

会組織の避難所運営に対する取組みにはバラツキが大きく、又、運営委員長

のスキル、リーダーシップ力にも問題があり、発災時に実践できるのか課題

がある。担当する班の役責をはたすべく、勉強会の実施及び小学校体育館で

の担当班防災訓練を実施しています。 

・ 各種災害に応じた避難ルートを策定し、避難訓練に際しては想定事例に応

じたルートを実践している。 
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防災研修会 

・ 和歌山防災センターの視察に３５名参加。 

・ 春に自主防災会員を対象とした研修会を実施し、秋に団地全住民を対象

とした避難訓練を実施している。 

・ 独自で取り組むにはマンパワー不足のため、他地区の研修会や訓練に参

加しノウハウを習得している。 

・ 自治会組織において防災意識の高まりを少しでも醸成したいと思い、総

会において防災講習会を開催し、地域で取り組みを強化したいと今年より

始めました。参加者は一様に気付きを得て、防災対策を個々の家庭で取り

組み始めたと思われる。 

自主防災会の運営・計画 

・ 大災害が発生したことを想定して地域住民の行動をアドバイス。分散避

難。安否確認は民生委員、班長が行い対応する。自宅耐震化を奨励してるの

で自宅避難が最優先。自宅損傷で危険な状況であれば、直ちに一時避難に

域、防災リーダーの指示に従う。 

・ 世帯台帳の作成。「安否確認、避難誘導」、「救出/救護」組織の明文化等 

・ 安否確認において各組３軒を１組として両隣同士で声掛けを行うことに

取り組み、素早い情報交換入手に取り組んでいる。 

資機材、物資等について 

・ 地区で防災講演会に参加して、参加者から、トレインジャーを買って各家

庭に配布してほしいと要望があり、自治会で購入して各家庭にトレインジ

ャーを家族人数により（５～１０枚）配布した。 

・ 消火器等の整備を自治会の役員が定期的に毎年実施している。初期消火訓

練を行い、役員のリーダーが実施することを勧めている。毎年、自主防災会

の役割の周知と防災活動の訓練を実施している。 

・ 防災コミュニティセンターを基地局に各自治会と災害時に連絡をとれる

無線機の設営を進めている。 

避難行動要支援者について 

・ 独自の組織対応で「安否確認・避難支援シート」を当組織会員より提出（提

出率 97.3％）。避難支援者対策会議で避難支援者支援対策を策定し、個別に

避難支援者対策カードを作成した。組別避難訓練を実施し、特に要支援者対

応を確認しながら訓練を行った。令和４年度、組別避難訓練、参加者数延べ

１４１人（住民数 約１，０００人）参加会員数１１３世帯（会員世帯数２

６０世帯）。又、組別避難訓練時には、防災資機材の内、車椅子及び車椅子

補助機を使用して、要支援者の避難訓練を行った。 

・避難行動要支援者本人、もしくは家族とは月１～２回必ず面談している。 
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その他防災活動 

・ 防災倉庫に保存水や備蓄食が保管されていることを周知することや、「キ

キクル」等を見てもらうように呼び掛けている。 

・ 防災委員が高齢化などで人員不足の方向へ向かうのを補う意味で、訓練・

有事などに対応するため、自治会独自に「人材バンク登録」を募集したとこ

ろ、１４名の参加を得ることが出来ました。 

・ これまで組長が班長ということで組織の運営にあたっていましたが、高齢

又独居の方も増えてきているので、令和５年度より各班に支援協力員とい

う形で若い方を入れました。女性の意見も聞きたく各班に１名を入れ（４

名）、全体の意見を集約できるようにしています。又、現職の看護師も入っ

てもらい、防災用具・用品で男性では気づかない物の導入を考えています。 

意見・要望 

・ 避難訓練の実施を考えている。具体体的なやり方についてノウハウがあ

れば教えてください。 

・ 政と地区自治会有事での考え方の共有ができていない。災害時の行動は

ボトムアップの積み重ね。ハード面での支援が必要だと思う。 

・ 避難所となると思います。学校や公民館の敷地の一角に井戸を設置して

おけば、災害時に使用できるのではないか。 

・ 今回のアンケートで、はじめて「運営委員会」という組織を設ける必要

があることを知りました。 

 当自治会のように１～２年で自治会役員が交代する状況では「マニュアル

に書いてあるからやってください」では進まないと思います。市で防災会

に対する研修会を開催するなど、周知いただくことが必要と思います。 

・ 当自治会では、コロナで３年間活動停止、自主防災の活動ができていな

い。又、自治会長も２年で変わり、現況自治会長選びが困難な現実です。

今回始めて避難所運営委員会なる組織を知り、今まで又今後どのように進

めていくか聞きたいです。 

・ 自主防災に対することについての専門の方の公演を行って町民の方に防

災の取り組みについて教えていただく機会を設けて頂きたい。 

 


